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市川市文化活動施設の設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いて 

 

市川市文化活動施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を次
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平成２５年２月１８日提出 

市川市長  大 久 保  博 

 

 

 

市川市条例第  号 

市川市文化活動施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例 

市川市文化活動施設の設置及び管理に関する条例（平成１６年条例第３２号）

の一部を次のように改正する。 

 第４条第１項中「第８条まで」を「この条、第５条、第７条、第１０条、第

１５条及び第１９条」に改める。 

 第５条第１項中「市川市使用料条例（平成１１年条例第３９号）に定める使

用料を」を「別表の定めるところにより算出した額に１００分の１０５を乗じ

て得た額を使用料として」に改め、同項に後段として次のように加える。 

  この場合において、使用料に１０円未満の端数が生じたときは、これを切

り捨てる。 

 第１３条を第２０条とする。 

第１２条第３項第２号を次のように改める。 

 ⑵ 次条第１項に規定する利用料金を収受すること。 

 第１２条第３項中第７号を第８号とし、第６号の次に次の１号を加える。 



 ⑺ 飲食の提供、物品の販売その他の文化活動施設の利便性の向上に資する

サービスの提供を行うこと。 

 第１２条第４項中「第６条、第７条、第９条及び第１０条に」を「第８条、

第９条、第１１条、第１２条及び次条から第１９条までに」に、「第６条ただし

書及び第７条ただし書」を「第８条ただし書及び第９条ただし書」に、「第９条

及び第１０条中」を「第１１条及び第１２条中」に改め、同条を第１４条とし、

同条の次に次の５条を加える。 

（利用料金） 

第１５条 前条第４項の規定により読み替えて適用される第４条第１項の規定

による許可を受け、施設等を使用するものは、指定管理者に対し、施設等の

使用に係る料金（以下「利用料金」という。）を納めなければならない。 

２ 利用料金の額（消費税及び地方消費税の額を除く。）は、別表に定める額を

上限として市長の承認を得て指定管理者が定めるところにより算出した額と

する。 

 （利用料金の減免） 

第１６条 指定管理者は、市長が定める基準に従い、利用料金を減額し、又は

免除することができる。 

 （利用料金の収受等） 

第１７条 市長は、指定管理者に対し、利用料金を指定管理者の収入として収

受させるものとする。 

２ 指定管理者が利用料金を収受するときは、第５条第１項、第６条及び第７

条の規定は、適用しない。 

 （利用料金の公示等） 

第１８条 市長は、第１５条第２項の規定により利用料金に係る承認をしたと

きは、当該承認に係る利用料金に関する事項を公示するものとする。 

２ 指定管理者は、前項の承認に係る利用料金に関する事項を文化活動施設の

見やすい場所に掲示しなければならない。 

 （既納の利用料金） 



第１９条 指定管理者は、既納の利用料金を返還することができない。ただし、

次の各号のいずれかに該当するときは、その全部又は一部を返還することが

できる。 

⑴ 第１５条第１項に規定する施設等を使用するものが自己の責めによらな

い理由により施設等を使用することができないとき。 

⑵ 第１５条第１項に規定する施設等を使用するものが規則で定める期間内

に当該使用許可の取消し又は変更を申し出たとき。 

⑶ その他指定管理者が相当の理由があると認めるとき。 

第１１条を第１３条とし、第６条から第１０条までを２条ずつ繰り下げ、第

５条の次に次の２条を加える。 

（使用料の減免） 

第６条 市長は、必要があると認めるときは、使用料を減額し、又は免除する

ことができる。 

（既納の使用料） 

第７条 既納の使用料は、返還しない。ただし、次の各号のいずれかに該当す

るときは、その全部又は一部を返還することができる。 

⑴ 使用者が自己の責めによらない理由により施設等を使用することができ

ないとき。 

⑵ 使用者が規則で定める期間内に当該使用許可の取消し又は変更を申し出

たとき。 

⑶ その他市長が相当の理由があると認めるとき。 

第２０条の次に次の１条を加える。 

（過料） 

第２１条 市長は、詐欺その他不正の行為により使用料の徴収を免れた者に対

し、その徴収を免れた金額の５倍に相当する金額（当該５倍に相当する金額

が５万円を超えないときは、５万円とする。）以下の過料を科することができ

る。 

 附則の次に次の別表を加える。 



別表（第５条、第１５条関係） 

芳澤ガーデンギャラリー施設 

区   分 半日当たりの額 

ギ ャ ラ リ ー １ ３,１２０円

ギ ャ ラ リ ー ２ ３,１２０円

区   分 １時間当たりの額 

ギ ャ ラ リ ー ３ ５３０円

備考 

１ 「半日」とは、午前９時から午後１時まで又は午後１時から午後５

時までの時間をいう。 

２ あらかじめ半日以外の時間を単位としてギャラリー１又はギャラリ

ー２の使用の許可を受け、これらの施設を使用するものについての当

該時間に係る額は、１時間当たり７８０円とする。 

３ 使用の許可を受け、施設を使用するものが商業宣伝、営業その他こ

れらに類する目的をもって使用する場合又は入場料その他これに類す

る金銭を徴収する場合の半日当たりの額又は１時間当たりの額は、こ

の表（備考２を含む。）の定める額に２を乗じて得た額とする。 

４ 市外に居住する者又は市外の団体が使用するときの半日当たりの額

又は１時間当たりの額は、この表（備考２及び備考３を含む。）の定め

る額に１００分の１２０を乗じて得た額とする。 

５ 超過使用に係る１時間当たりの額は、この表（備考２、備考３及び

備考４を含む。）の定める額（ギャラリー１又はギャラリー２を半日を

単位として使用する場合にあっては、この表（備考３及び備考４を含

む。）の定める半日当たりの額を４で除して得た額）に１００分の１３０

を乗じて得た額とする。この場合において、超過使用に係る使用時間

を計算するときに１時間未満の端数が生じたときは、当該端数が３０

分未満であるときはこれを切り捨て、当該端数が３０分以上であると



きはこれを１時間とする。 

６ 使用の許可を受けた時間に３０分単位の部分があるときの当該単位

当たりの額は、この表（備考２、備考３及び備考４を含む。）の定める

額に１００分の５０を乗じて得た額とする。 

芳澤ガーデンギャラリー設備 

区   分 １時間当たりの額 

展 示 ケ ー ス （ 立 体 的 作 品 用 ） ３０円

展 示 ケ ー ス （ 平 面 的 作 品 用 ） ４０円

木内ギャラリー施設 

ギ ャ ラ リ ー 半日当たり １,７６０円

備考  

１ 「半日」とは、午前９時から午後１時まで又は午後１時から午後５

時までの時間をいう。 

２ あらかじめ半日以外の時間を単位として使用の許可を受け、ギャラ

リーを使用するものについての当該時間に係る額は、１時間当たり 

４４０円とする。 

３ 使用の許可を受け、ギャラリーを使用するものが商業宣伝、営業そ

の他これらに類する目的をもって使用する場合又は入場料その他これ

に類する金銭を徴収する場合の半日当たりの額又は１時間当たりの額

は、この表（備考２を含む。）の定める額に２を乗じて得た額とする。 

４ 市外に居住する者又は市外の団体が使用するときの半日当たりの額

又は１時間当たりの額は、この表（備考２及び備考３を含む。）の定め

る額に１００分の１２０を乗じて得た額とする。 

５ 超過使用に係る１時間当たりの額は、この表（備考３及び備考４を

含む。）の定める額を４で除して得た額（半日以外の時間を単位として

使用する場合にあっては、備考２、備考３及び備考４に定めるところ



により算出した額）に１００分の１３０を乗じて得た額とする。この

場合において、超過使用に係る使用時間を計算するときに１時間未満

の端数が生じたときは、当該端数が３０分未満であるときはこれを切

り捨て、当該端数が３０分以上であるときはこれを１時間とする。 

６ 使用の許可を受けた時間に３０分単位の部分があるときの当該単位

当たりの額は、この表（備考２、備考３及び備考４を含む。）の定める

額に１００分の５０を乗じて得た額とする。 

木内ギャラリー設備 

区   分 １時間当たりの額 

展 示 ケ ー ス （ 立 体 的 作 品 用 ） ３０円

展 示 ケ ー ス （ 平 面 的 作 品 用 ） ４０円

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、附則第４項の規

定は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成２６年４月１日前に改正前の第５条第１項の規定により同日以後の文

化活動施設の施設又は設備の使用に係る使用料を納付したものは、同日にお

いて、改正後の第１５条第１項の規定により文化活動施設の施設又は設備の

使用に係る料金（以下「利用料金」という。）を指定管理者に納付したものと

みなす。 

３ 平成２６年４月１日前に市川市使用料条例（平成１１年条例第３９号）第

４条の規定により市長から同日以後の文化活動施設の施設又は設備の使用に

係る使用料の減額又は免除を受けたものは、同日において、改正後の第１６

条の規定により指定管理者から利用料金の減額又は免除を受けたものとみな

す。 

 （準備行為） 



４ 利用料金に係る承認及びこれに関し必要な手続その他の行為は、この条例

の施行前においても、改正後の第１５条第２項及び第１８条第１項の規定の

例により行うことができる。 



理  由 

 

文化活動施設の施設等の有効活用を図るため、当該施設等の使用に係る料

金を指定管理者の収入として収受させる利用料金制を導入するほか、所要の

改正を行う必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 


